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第７回鹿野地域振興会議議事概要 

 

日 時：令和３年２月１９日（金） 午後１時３０分～午後３時２０分 

 場 所：鹿野町総合支所  ２階 会議室 

 

【出席委員】 

高田守、小川義和、兼平恵、砂川重雄、山本章、佐々木千代子、 

筒井洋平、田中文子、向井健太朗  以上９名（敬称略）  

 

【欠席委員】 

山下直司、池原美穂、藤原真道  以上３名（敬称略） 

 

【事務局】 

米田支所長、乾副支所長兼地域振興課長（併教育委員会事務局鹿野町分室長）、

岡田産業建設課長、三谷市民福祉課長、小林地域振興課長補佐 

 

【企画推進部情報政策課】 

瀬村企画員、ＮＴＴフィールドテクノ永井 

 

【都市整備部交通政策課】 

筒井課長補佐 

 

【傍聴者】 

なし 

 

【日 程】 

１ 開  会 

２ 会長あいさつ 

３ 報告事項 

（１）行事経過報告及び今後の予定          （資料ダウンロード） 
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（２） 第２回地域振興会議会長会について 

 

（３） ２月市議会議案（財産（旧鹿野幼稚園）の無償貸付）について 

                          （資料ダウンロード）              

４ 議  題 

（１） 超高速情報通信基盤（光ファイバ）整備事業について   

（資料ダウンロード） 

（２）生活交通の評価・見直し基準（数値指標）の設定について 

（資料ダウンロード） 

（３）「鳥取市新市域振興ビジョン」の改訂について  （資料ダウンロード） 

 

（４）その他 

    

５ その他 

 

６ 閉 会 
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◎議事概要 

報告事項 

（１） 行事経過報告及び今後の予定 

事務局より資料１に基づき説明 

（２） 第２回地域振興会議会長会について 

   会長より口頭で概要説明 

（３）２月市議会議案（財産（旧鹿野幼稚園）の無償貸付）について 

事務局より資料２に基づき説明 

【事務局】鳥の劇場の活動拠点として旧小学校、幼稚園施設を使っているが、老

朽化が進んでいます。２月５日に鳥の劇場が関係者を集められ、活動拠点をどう

するかという話をされました。今後の方向としては、鳥の劇場が地域と一体とな

って検討し、将来構想をまとめて行政に支援をお願いすることとされました。地

域振興会議でも後押しができればと考えています。 

【会長】私も鹿野まち普請の会を代表して出席したが、地域振興会議としては構

想（案）が出た段階で、地域としてどう施設を活用し、鳥の劇場の活動を後押し

できるか議論していきたい。 

 

議  題 

（１）超高速情報通信基盤（光ファイバ）整備事業について 

企画推進部情報政策課より資料３に基づき説明 

【委員】利用料は、まだ未定ということだが、宅内工事は自己負担となるか。 

【情報政策課】サービス期間を設けるなど利用者の負担軽減ができないか、現在

ＮＣＮと協議中です。 

【委員】サービス提供開始は令和４年４月からだが、それまでに宅内工事も終わ

ることはできるか。 

【情報政策課】ＮＣＮからは、受付開始を早めに行い、４月から使っていただけ

る予定だと聞いています。 

【委員】現在の鹿野地域でのケーブルテレビ加入者数はわかるか。新規の加入も

あるだろうが、現在加入者が利用率の分母になると思う。 

【情報政策課】本日は数字を持ち合わせていません。利用料金については、現在
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と同じコースであれば料金が変わらないようＮＣＮと協議しているところです。 

【委員】インターネットのスピードは劇的に変わることはないと聞いたがどうか。 

【情報政策課】パソコンなどの機器によって変わりますが、理論値では約１０倍

となりますので、動画再生などでは現在よりも快適になると思います。 

【委員】携帯電話の５Ｇの普及状況はどうか。市役所にはできるのか。 

【情報政策課】現状は鳥取駅前が入る程度で市役所は予定していません。 

【委員】それなら、鹿野地域での高速通信の整備はケーブルテレビの方が早い。 

 

（２）生活交通の評価・見直し基準（数値指標）の設定について 

【委員】見直し基準に利用者数と補助金額があるが見直し対象となるのは、いず

れも達した場合か、どちらかが達した場合か。 

【交通政策課】いずれも達した場合に見直しを行います。 

【委員】定時運行バスがある状態で、共助交通を考えることはできるか。 

【交通政策課】可能です。特に高齢者の方は自宅の玄関前から目的の施設までの

移動が求められており、市の有償バスと併せてタクシーのような共助交通の運行

を考える必要があります。 

【委員】国府・佐治地域で運行されている乗合タクシー、共助交通の利用状況は

どうか。 

【交通政策課】国府は年間延べ８千人程度の方が利用し、佐治地域では昨年から

試験運行しており多くの利用者がありました。しかし、国府では、乗継に不便を

感じておられて見直しの必要があります。佐治については用瀬駅まで運行してお

り、スーパーや医院があるため生活に必要なことは対応できています。 

 また、気高循環バスについて、昨年の地域振興会議で要望をいただいておりま

した路線延長を行いました。総合支所停まりではなく上町まで延長し、買物や通

院の利便性が上がっております。今後もお気づきの点がございましたらお知らせ

ください。 

【委員】見直しはありがたい。定時運行バスで利用者数の確保が今後ますます難

しくなる。定住人口も減少し、高齢化で足腰が悪くなるとバスに乗るのも困難に

なり免許返納しても乗らないので、今後もあり方を考えていく必要がある。また、

気高循環バスの運転手は大変親切で好評なので継続できるようなるべく使いたい



－5－ 

という声もある。 

【委員】鹿野町内の事業所は自前で送り迎えをしているところが多く、助成が出

る制度があればありがたい。 

 

（３）「鳥取市新市域振興ビジョン」の改訂について 

【委員】そば焼酎は現在も生産しているか。 

【事務局】現在も販売しています。 

【委員】そばの生産は減少しているのではないか。 

【事務局】鹿野地域では減少していますが、気高地域を含めると作付け面積は回

復しています。よって、注視する必要があり、ビジョンに残すこととしました。 

【委員】耕作放棄地が増えているが、放棄する前にそばの推奨をお願いしたい。

ただし、そばは雨に弱いのでそばに代わるものを考えていく必要がある。 

 

（４）その他 

・除雪について 

【委員】先回も確認したが、トレセン駐車場の除雪はどのように行うのか。 

【事務局】バス通行帯は市道除雪の一環で委託業者が少し広めに行い、駐車場の

除雪は指定管理業務に含まれていますので、通勤車両の駐車スペースを除き基本

的には指定管理者が行うこととなっており、管理者にも確認しております。 

【委員】もうけ神社には県外からも来客がある。市道になっていると思うので除

雪をお願いしたい。 

【事務局】市が行う除雪は現在の除雪路線を対象としており、他の路線は地元へ

の小型除雪機の貸与などで対応することを原則としています。除雪路線に追加す

ることは個別に協議させていただきますが、もうけ神社入口は生活道路ではない

ため除雪路線に加えることは現時点では困難と思います。 

・微生物発電について 

【委員】鳥の劇場の近くで太陽光発電のようなものを設置してあるが、何をして

いるのか。 

【事務局】鳥取再資源化研究所が鳥取大学などと共同で、土の中で微生物の動き

によって発電する実験を行っており、太陽光発電は計器を動かすためのものです。 
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・災害時の電源について 

【委員】発電できるＰＨＥＶ車を所有する方に、災害時に協力をお願いすること

ができないか。 

【事務局】貴重なご意見をいただきましたが、全市的に考える必要がありますの

で、危機管理課に情報提供させていただきます。 

 

その他（情報提供） 

・青谷・気高地域の風力発電計画について 

【事務局】現在までの経過ですが、平成２９年９月に事業者が環境影響評価方法

書の説明を行い、１４名の参加がありました。その後、本年２月に事業者から状

況報告に来庁され、環境影響評価のうち、昨年１２月から猛禽類の調査をするに

あたり青谷・気高の該当自治会長に説明し、令和４年秋ごろまで調査を行うこと、

また、鹿野については景観調査を本年夏ごろ予定しており、環境影響評価の調査

結果が令和４年秋から冬に出る予定で、その後に住民説明を行いたいとのことで

した。 

現在は計画段階であり建設が決まったわけではありませんが、建設可能という

結果が出れば令和６～７年の２か年で建設予定とのことです。 

市は事業主体ではありませんが、わかる範囲で情報提供させていただきます。 

【委員】鹿野からもよく見える。景観説明会があれば住民に周知して参加を促し

てほしい。 

 

閉  会 


